
 

熊本学園大学水俣学研究センター 第 7 期公開講座 

 

 

 

 
 

今回の公開講座では、さまざまな困難をどのように社会にそして次の世代に伝え

て行くのか、そして、当事者とその時代の経験をご本人の語りを通して、それをどう

受け止めてさらに伝えて行くのか考えてみたいと思います。 

 

2010 年 10 月 5 日～11 月 2 日  

毎週火曜日 18:30-20:30 受講料無料 

水俣市公民館（第一研修室）・水俣市婦人会館 

主催 熊本学園大学水俣学研究センター 

後援 水俣市・水俣市教育委員会・熊本県人権教育研究協議会 
 

第 1 回 10 月 5 日 水俣市公民館 2階第一研修室 

 「沖縄の過去、現在、そして未来」 平良嘉男 （沖縄県西原町立西原中学校校長） 
 

第 2 回 10 月 12 日 水俣市婦人会館 

 「被爆体験の継承〜被爆の記憶のない世代として」 
          川副忠子（長崎県被爆教職員の会会長、元小学校教諭）  

 

第 3 回 10 月 19 日 水俣市公民館 2階第一研修室  

 「被差別部落から」 野口誠也（熊本市立託麻東小学校校長、熊本県人権教育研究協議会会長） 
 

第 4 回 10 月 26 日 水俣市婦人会館 

 「教育と水俣病（私にとっての水俣病）」 広瀬武（元小学校教諭） 
 

第 5 回 11 月 2 日 水俣市公民館 2階第一研修室  

 「水俣をみる外の目と内の目」 花田昌宣 (熊本学園大学水俣学研究センター長) 

 

申し込み先 

熊本学園大学水俣学現地研究センター Tel/Fax：0966-63-5030 

6e-mail：m-genchi@kumagaku.ac.jp 

mailto:m-genchi@kumagaku.ac.jp


全 5 回の担当講師陣と講義テーマ 
第 1回 10 月 5 日（火） 水俣市公民館 2 階第 1 研修室 

平良嘉男（たいら・よしお）：沖縄県西原町立西原中学校校長（前うるま市立宮森小学校校長）。 

「沖縄の戦後から」 

沖縄県西原町在住。1959 年、米軍ジェット機が墜落した宮森小学校の当時の児童。母校の校長になって戻り、

記念館を設立。故郷に貢献したいと、母校への異動を希望し母校の校長に。57 歳。 

 

第 2回 10月 12 日（火） 水俣市婦人会館 

川副忠子（かわぞえ・ただこ）：長崎県被爆教職員の会会長、元小学校教諭 

「長崎被爆の経験から」 

2 歳の時長崎原爆に被爆。長崎県高校生平和大使の活動を支え、今夏も高校生とともにジュネーブの国連本部

に平和のメッセージを届けた。67 歳。 

 

第 3回 10 月 19 日（火） 水俣市公民館 2 階第 1 研修室 

野口誠也（のぐち・せいや）：熊本市立託麻東小学校校長、熊本県人権教育研究協議会会長 

「被差別部落から」 

被差別部落に生まれて、出身教師として、子どもと社会に伝える。 

 

第 4回 10 月 26 日（火） 水俣市婦人会館 

広瀬武（ひろせ・たけし）：元小中学校教諭 

「教育と水俣病（私にとっての水俣病）」 

水俣市生まれ。1955（昭和 30）年～1995（平成 7）年の 40 年間、水俣市内の各小学校に勤務。水俣病市民会

議に参加、小学校で水俣病公開授業や『公害と教育』などの出版に係る。水俣・芦北公害研究サークル会長な

ども務め、患者やその家族、支援者として長年かかわっている。76 歳 

 

第 5回 11 月 2 日（火） 水俣市公民館 2 階第 1 研修室 

花田昌宣（はなだ・まさのり）：熊本学園大学水俣学研究センター長、社会福祉学部教授 

「水俣をみる外の目と内の目」 

50 年を超える水俣病事件の歴史を振り返りながら、過去から現在にいたるまで、終わることのない水俣病につ

いて、何をどのように伝えるのかを考える。とくに差別と人権の視点から、外から見える水俣と現地で受け止

める水俣の落差を考えたい。 

 

 

どなたでも参加できます。 

参加費無料 

 

水俣市公民館 水俣市浜町 2 丁目 10-26 

水俣市婦人会館 水俣市浜町 3 丁目 9-33 


